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注目
情報
1

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し

介
護
保
険
料
は
、
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
に
な
る
か
を
予
測
し
て
３
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
ま
す
。
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
費
を
見
込
み
、
保
険
料
の
基
準
額
を
算
出
し
、
所
得
段
階
区
分
と
年
額
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
人
口
や
、
要
介
護
者
の
増

加
予
想
を
ふ
ま
え
、
平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込

み
を
算
定
す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
3
年
間
の
総
額
は
約
２
４
３
億

2
千
万
円
と
な
り
、
平
成
21
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
の
3
年
間
と
比
較
す
る
と

約
21
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

上
記
の
見
直
し
の
背
景
を
受
け
、
次

の
と
お
り
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
50

％
を
被
保
険
者
が
負
担
す
る
保
険
料

で
、
残
り
50
％
を
国
・
県
・
市
が
負
担

す
る
公
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
改
定
で
、
被
保
険
者
の
負

担
割
合
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
人
の
負

担
割
合
が
20
％
か
ら
21
％
に
引
き
上
げ

に
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
の
背
景

■
高
齢
化
の
進
展　

4
年
で
約
3
％
増

市
の
高
齢
者
人
口
と
高
齢
化
率
（
総

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
）は
、

平
成
22
年
10
月
時
点
で
2
万
４
、
９
５

7
人
（
25
・
1
％
）
で
し
た
。
今
後
の

見
込
み
は
、
本
年
度
は
2
万
６
、
５
１

０
人
（
26
・
6
％
）、
平
成
26
年
度
は

2
万
７
、
８
４
８
人
（
27
・
8
％
）
と

な
り
、増
加（
上
昇
）が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
（
支
援
）
認
定
者
数

も
平
成
23
年
度
の
４
、２
１
３
人
か
ら
、

本
年
度
は
４
、
４
３
４
人
、
平
成
26
年

度
は
４
、
７
６
９
人
と
な
り
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
市
で

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
額
の

21
％
を
、
65
歳
以
上
の
人
数
で
割
っ
た

額
が
基
準
額
と
し
て
算
定
さ
れ
、
所
得

状
況
に
応
じ
て
所
得
段
階
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
基
準
額
に
標
準
割
合
を
乗
じ
た

定
額
（
保
険
料
率
）
で
設
定
し
ま
す
。

よ
り
所
得
に
見
合
っ
た
保
険
料
に
す

る
た
め
、
所
得
段
階
区
分
を
8
段
階
か

ら
12
段
階
に
細
分
化
し
、
所
得
が
低
い

人
の
負
担
に
配
慮
し
ま
し
た
。ま
た
、第

3
段
階
、
第
4
段
階
に
負
担
能
力
に
応

じ
た
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
、
第
7
段

階
は
基
準
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
か

ら
１
９
０
万
円
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
保
険
料
の
段
階
的
対
応
と
し
て
の

経
過
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
要
介
護
者
と
そ
の
家
族
を
社
会
全

体
で
支
え
て
ゆ
く
制
度
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
保
険
料
は
、
介
護
保
険
を
運
営

す
る
上
で
大
切
な
財
源
で
す
。

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

（
81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

■
増
加
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　

３
年
間
で
約
21
％
増
の
見
込
み

高齢者人口認定者数

介護サービス給付費の見込み

負担割合
見直し

１
65
歳
以
上
の
人
の

負
担
割
合
は
21
％

見直し

2
保
険
料
は
８
段
階
か
ら

12
段
階
に
改
定

基準額（年額）
62,040 円

安曇野市で必要な介護サービスの
総費用額の 21％ 安曇野市に住む65歳以上の人数＝ ÷

保険料（年額）＝ 基準額 × 割合所得段階ごとの保険料（年額）（平成 24 ～ 26 年度）

所得段階 対象者 保険料

第１段階
基準額× 0.50

・生活保護の受給者 
・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金の受給者 31,020 円

第２段階
基準額× 0.50

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万
円以下の人 31,020 円

第３段階
（軽減措置）
基準額× 0.65

世帯全員が市民税非課税で、上記以外の人で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が 120 万円以下の人 40,330 円

第３段階
基準額× 0.75

世帯全員が市民税非課税で、上記以外の人で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が 120 万円を超える人 46,530 円

第４段階
（軽減措置）
基準額× 0.90

世帯のどなたかに市民税が課税されていて、本人は市民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人 55,840 円

第４段階
基準額 世帯のどなたかに市民税が課税されていて、本人は市民税非課税で、上記以外の人 62,040 円

第５段階
基準額× 1.15 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 125 万円未満の人 71,350 円

第６段階
基準額× 1.25 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 125 万円以上 190 万円未満の人 77,550 円

第７段階
（経過措置）
基準額× 1.37

本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 190 万円以上 200 万円未満の人 85,000 円

第８段階
基準額× 1.50 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満の人 93,060 円

第９段階
基準額× 1.60 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 300 万円以上 400 万円未満の人 99,260 円

第 10 段階
基準額× 1.75 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 400 万円以上 500 万円未満の人 108,570 円

第 11 段階
基準額× 1.85 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 500 万円以上 600 万円未満の人 114,770 円

第 12 段階
基準額× 1.95 本人に市民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 600 万円以上の人 120,980 円

国
25.0％

県
12.5％

市
12.5％

2 号被保険者
（40 ～ 64 歳）

29.0％

1号被保険者
（65歳以上）

21.0％

25.1％
26.6％

27.8％ 高齢化率


